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　　Wd血g　repor鱈is　an　ef琵ctive　way重。　enha皿ce　learnhlg　f～）r樋亘versi｛y　students．　A　system　that

副ows　students　to　eas置y　submit　not　only　word　d㏄uments　but　also　Gomputer　programmhlg　such　as

homepage　w孟血CGI　was　developed。　This　system　can　evaluate撫e　submi麓ed　repor麓and　can　comp且e

9聡des　with　a猛endance　and　test　result　in：R）rmation　i皿clude4，　The　ef驚。廿veness　and　pmG廿Gahty　of　the

町stem　were　e舳ned．

【キーワード】　インターネッ『ト　レポート提出　CGIホームページ　LMS

1．はじめに

　大学の授業等において受講生のより深い理解を得るためには，レポートを提出させ，そ

の評価を提出した受講生に返すというやりとりが有効である．Wqrdや£xce1等の一般文書

ファイルにまとめたレポートばかりでなく，特に情報系の授業においてはプログラムやホ

ームページを電子ファイルで提出させる場合がある．これらのファイルは単数であればそ

のまま，複数あるときにはファイル圧縮して1つにまとめれば，電子メールに添付して提

出しても管理があまり煩雑にならずに済む．しかし，圧縮されたファイルは手動で解凍し

なければならず，受け取った側では面倒で手間がかかる．CGIやJavaスクリプトを含む複

数のファイルからなるホームページの提出を課した場合には，動作確認のためにWebサー

バ上にアップロードして提出することになり，形式の異なるレポートの一元管理は困難で

ある。

　現在，以上のようなレポートの提出システムとしてレポート受付システム（松山ら2001），

評価など多くの機能を盛り込んだ統合システムとしてLearning　Management　System（以下

LMS）が幾つか開発され利用されている．これらのLMSはそれぞれ特徴を持つが，機能が豊

富であるがゆえに使い難さを指摘されているものが少なくない．特にレポートの提出に関

しては，その機能はまちまちである．主に単数ファイルを提出するために開発されたもの

が多く，複数のファイルからなるレポートの提出に対応したL聡はそう多くはない．代表
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的なLMSシステムとして以下の6種類（CFIVE　2006）（Japrico　2006）（Weも㏄M　2006）（Moodle

Docs　2006）（Blackboard　2006＞（NetCo㎜ons　2007）を取上げて比較した．

①CFIVE（東京大学情報基盤センター，日本ユニシス㈱共同開発）

②Japric・（早稲田大学OSS研究所，ラーニングスクエア共同開発）

③Web㏄M（大阪大学サイバーメディアセンター・マルチメディア言語教育研究部門開発）

④Moodle（Martin　D・ugia田as，コンピュータ科学の大学院生共同開発）

⑤Blackb・ard（Blackb・ard社開発）

⑥NetC・㎜・ns（国立情報学研究所開発）

これらのシステムはいずれもオープンソースソフトウェア（以下OSS）であり，無償で公開

され，改良，再配布を行うことができる．但し，Blackboardなど管理運用を一般企業に委

託して導入する場合には，導入先の規模に依存するが毎年数百万円の経費が必要である．

これらのシステムのレポート提出機能に関しては，単数のファイルの提出に関してはほぼ

すべてのOSSのLMSが対応しているにもかかわらず，複数のファイルから成るレポートの

場合，その提出方法は大きく異なる．Moodleは圧縮して提出する方法をとり，　CFIVEと

NetCo㎜onsは繰り返しファイルをアップロードして提出する方法，　JapficoはFTPサービ

スを利用してレポートの提出を行っている．しかし，情報系の授業において必要が生じる

しと思われるホームページの提出に対応しているLMSは見受けられなかった．ホームページ

の提出では，CGIファイルのようなWeb上で動作を確認する必要がある場合だと，単に複

数ファイルを提出できればいいというものではない．OSSのLMS機能の中で特にレポート

の提出機能についての比較を表1に示す．表1から，レポートの提出機能として，ホーム

ページの提出とその動作確認に関しては，どのLMSにも備わっていないことがわかる．

蓑1L闇Sのレポート提出機能に関する比較

CFIVE Japrico Web㏄M Moodle Blac㎞ard Ne㎞s
レポート

あり あり なし あり あり あり
提出機能

提出するための FTP設定

各種設定
不要

が必要 一 不要 不要 不要

ファイル形式の
なし なし

｝ なし なし なし
限定

複数フアイルの 繰り返 圧縮す 繰り返
可 ｝ 不明

提出 せば可 れば可 せば可

Web上からの

ホームページの 不可 不可 ｝ 不可 不可 不可

提出・動作確認
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　そこで，本研究では単数の文書ファイルの提出だけでなく，CGIを含むホームページな

どの複数ファイルを簡単に提出して，それらを提出者が本システム上で動作確認すること

ができ，さらに，提出レポートの評価全体に加えて出席状況や定期試験結果などを含め，

それらの加重を自由に設定して授業全体の評定を総合的に支援し，受講生はレポートの評

価やこの授業の評定を確認できるレポート提出・評価システムを開発することにする．そ

してその有効性，実用性を検議する．

　　績を閲覧できない．

以上の機能をインターネット上でセキュ

リティに配慮して実現することにした．

2．1全体構成

　本システムは最初に授業科目ごとにサ

ーバに設置しておく．授業で利用するに

あたって，授業者はシステムにアクセス

して，授業科目名・年度・開講時期と留

意事項などを記入して授業登録を行う．

これによって，受講生は初めて受講登録

ができるようになる．受講生の受講登録

は，図1に示すように，氏名，学籍番号，

メールアドレスと登録したいパスワード

を入力する．授業者のパスワードは授業

登録時に登録される．

2　システム構成

以下の機能を実現するレポート提出・評価システムを開発する。

　・一般の文書ファイルに加え，CG1などを含むホームページの提出ができる．

　・受講生はCGIなどを含むホームページの動作確認を本システム上でできる．

　・受講生は間違ってアップロードしてしまったホームページファイルを削除できる。

　・授業者は，レポート評価の際，レポートの文書ファイルやホームページファイルをダ

　　ウンロードしなくても，容易に内容や動作の確認をして評価できる，（但し，Visua1

　　系プログラミング言語の場合には，関連ファイルが階層構造で多数生成されるので，

　　この場合にはフォルダごと圧縮したファイルを提出し，評価時にはダウンロードして

　　解凍し，該当するアプリケーションソフトで動作確認して評価する．）

　・受講生と授業者間で課題についての質疑応答ができる．

　・授業者はレポートの評価に加え，出席状況や定期試験結果を含めて，総合的に評定を

　　決定でき，受講生はこれらの評価や評定を確認できる．

　・受講生は他の受講生のレポートや成
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　饗講盤鱗

麗壷錐鷹齢期　僑翻羅離

　聯礪騒繕艦鷹子馬羅λし鷺帆舟叢羅し欝三野。
　講巌縣の薦翻轟露一国騨ド骸翼麟置λレ騨鷺齢。

　薦　名＝　区i重嘔．τ．一…「＝二＝…．一1必須虚病謹入｝

　学籍番暑＝　　一1麺亜二」二二：二∬二＝『ご二：二L肇多頁⊂半陶謹入｝

連絡メール＝匝亟ii璽唖廼皆皆二＿二泌須｛靹謹入｝

　　　　追翻・溜齢：　◎追加　　○潔齢

　　　撫島パ翼囎一ド麿み伽レ竃《薦瓢覧。
　　蝿翻駕総λ麟劉慣噌率麟髄騒窪醜謬電。
　　慮寵馨島瞳鷺解盤駿臨馨鯵鑑し都窓齢。

　　　　　　　　　ド　　　　　　　へ　　　ド　　　　　ヨ
　　　　ノくヌLlフード＝．隅馳＠馳齢　　　　　　　i

　圃〔魎コ
図1受講登録画面
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　システムの全体構成を図2に示す。本システムはネットワーク上で受講生側と授業者側

を分離して，その基本認証のためにそれぞれのID・パスワード（usera／passwdaと

userb／passwdb）を設定して，別々のアクセスエリアの制限と関係者以外のアクセスの禁止

をするようにしている1さらに，受講生個々のパスワード（passwds）によって受講生間での

レポート内容の閲覧や複写を禁止し，授業者にも個人パスワード（passwdt）を設定して安全

性を高めている。

受講生　。ser、

　　　　　　passwda

受講生選択

　　　　軍、
passwds　　　、、

確認，提出
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→作業手順
ロ皿国窿tァイル参照

閣2　システムの全体構成

欝翻灘垣外鯉　下士離磯 麗甲羅鷹麟翻　蝿羅鶴職

齢催麟翻翻囎竈鬼
虐囎⑪⑪⑰覇⑳謡言鳥

”レ蹴一面轟轟り，櫨一画飛一野臨調。”鯉纒囎・慮麟醗離
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◎レポート丁丁．○ホームページ援出○擬出確翻戴麟翻
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　　嫡纏龍入麟塾’慣騨溜齢親騨電。
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　　綴蟹♂慣騨職駿麗瞳蹴噛慮騒署露。

厨爾6『

匝図3課題選択

縷趨し厳欄欝翻霧血温欝欝緬融盛砂餓し，
　　備瀧昏塁艦が翻鱒下灘レ鴛，
　　　“鍵畿囎嶺9瑠禦ン騒拶8軸學し霧誌弓。

　　盤爵喀愚ツ7イ膨謬縄験鰯網嚢躍禽鯵．

翻蹴ノ爾ツ璋感温窪騨鶴齢加温齢愚鴇，
　罫つのファイ塀ζし竃廟《雛銘働腰蟹囎。

r…．’「．’一．．一一．．．

1課魎　　　〉、

績習閻題

種類　　　麗暑
　　　　ジ　　　ロ　　　ヴ

　　　　lLエ

薗融響徳　自力度
　　　 @　　　　に　　　つ
1皇．エ　　L墜＿兄．

噺トについてf宏雷があれば配述する）

．．＿＿．一＿．．＿＿＿－＿－＿＿』＿」

　　　　　團〔棚
晒4　レポートの種類と番号選択
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2，2提出機能

　受講生がレポートを提出する際には，ネットワークの基本認証を経て本システムに入り，

課題内容を閲覧確認してレポートを作成する．作成したレポートを提出する際には，自分

の学籍番号を選択して，個人パスワードを入力し，レポート提出を選択して（図3），提出

するレポートの種類と番号を選んで（図4），パソコン内のレポートフナイルを選択すれば

（図5），提出することができる、図4において，伝言欄に記入して授業者に質問等を行う、

ことができる．レポートの評価が記入されない間は，レポートファイル提出はイ可度でも可

能なため，間違って提出してしまっても出

し直しが可能であり，使い方によっては繰

り返し伝言記入して質問することも可能に

なっている．レポートの評価が記入されて

も，1度だけ再提出ができるようにしてい

るため，授業者は受講者に再提出の指示を

出すことができる．再提出の評価も記入さ

れると，その課題についての提出は一切受

付けなくなる。なお，レポート提出の場合

に提出できるファイルは1個だけなので，

Visual系のプログラムめように，関連ファ．

　　鱒翻簿上繭懇　舗轄羅職

　　　　　　灘撫ツ野構誌灘緩

　　　　　醗⑪⑫㊧⑳鯵翻薦謹購寵ぬ

　　　　く灘醗謂レ躍一塾鯉趨》

　　　撮纒欝愚ツ墾イ施鷹’黎臨蟹灘拗鴛
　　　　“島回瞳三脚画し蜘謬ろ。

　　　（髄署三二ツ圃’囎D臨齢署躇。）

魑Do弓uments麺麺幡s璽迎勝ス外ッ喫21幽鞍一垂壷・醜

　　　　圏〔璽
閣5　レポートのファイル選択

↓
レポート提出・確認

@　　　↓

学籍番号選択

@　↓

ホームページ提出　　　　　提出確認・評価確認

動作確認

提出プアイル選択 提出レポートの確認

↓
続けて提出するファイル

有 無

追加提出

図6

　　　提出ファイルの一覧表示

（トップページ指定，不要ファイル選択）

ホームページ提出部分の構成

一47一



　　麗鱒鷺搬薩購愚ツ騨ぜ臨購翻毬旙鋒嚇覇

◎ある（さらにファイル選択）　○ないσアイル纒出寅行）

　　　　　圃
図7　レポートのファイル選択

イルが階層構造で多数生成される場合には，フ

ォルダごとあらかじめ2ipファイルなどに圧縮

しておく必要がある．自分の課題提出状況は受

講生データファイルを参照して確認できるよう

になっている（図2）．

　次に，ホームページの提出の論議には，提出

したファイルで正しく動作するのかどうかを確

認できる必要があるため，ファイルが複数あつ

く懇講一露躇竃一幽縄一警鍵鵬》

隙藷綿三品i
画’『臨臨．「す　一｛…．

直繍蕩llコ
　i□i・。u・td齪10

　1百…－i66薦驚訓で「『～…

　1『一1繭蕨瀟「1透ヂ…．…一1

アップロード語言予

ファイル選択追加に進む

図8　提出プアイルー・覧

ても圧縮しないで1つ1つ連続して提出できるようにした．図6に本システムのホームペ

ージ提出部分の構成を示す．レポートの場合と同様に提出するファイルを選択して送信す

ると，続けて提出するファイルの有無を問い合わせてくるようにしている（図7）．「ある」

を選択すれば続けてファイルを提出していくことができる．「ない」を選択すると提出ファ

イルー覧が表示される（図8）．既に提出・してあるファイルの名前が表示されるので削除し

たいファイルがあるならば左側にチェックし，ホームページのトップページはファイル名

の右側にチェックして指定する、このようにして提出したレポートの提出状況は図9のよ

うに表示されて確認することができる．図9で，ホームページについてはファイル名をク

リックすると，ホームページのブラウザが起動して動作が確認できる．したがって，伝言

欄で働作確認中」を伝えて評価の記入を待ってもらえば，満足するまで動作確認を繰り

返すことができる．評価が記入されると，レポート提出の場合と同様に，2度目の提出は

再提出の扱いになる．

：レポ藁卜欝毎演出ラナイル：．．受付日．自力度息総評備評傭．　　　’伝署　　　　　：⇒メントi
l．．

ｯ翻．一 P繭m漁．胡6白磁b、6乏・．．80麗コ．or－rl．．一コr　　－r．　　　一i

誌，：器盤二二擁．．惚◎．．諭。イルを使臨臨項
　　　　　…　count㊧rc麗i　　i　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　、

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　．＿＿」

　　　　　　　　　　　　　　図9　レポートの提出状況

2．3評価機能

　授業者は授業者側専用のID・パスワードでネットワークの基本認証を経てシステムに入

り，受講生が提出したホームページの内容を動作確認して評価を記入することができる．

受講生の一覧表が図10のように示される．レポートが新たに提出されると，学籍番号の部
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分を赤色の表示に変

化させて，未評価の

レポート提出の有無

を見つけ易くしてい

る（図10）．学籍番

号または氏名をクリ

ックしていくと，そ

の受講生のレポート

提出状況が図11に

示すように表示され

る．各レポートの提

出ファイルをクリッ

クすると内容を閲覧

できるので，その評

価を記入する．必要

ならば，受講生の伝

言に答える．レポー

トの評価は厳密な採

点形式ではなく．，◎

○△×一の記号を

記入する方式にして

評価し易くしている．

◎○△×一の内一

は保留を示し，受講

者はレポートの提出

「．牽籍番畢』民窟一1．『戦藩毎’蔑．茗．－　．』－孝…籍蕃：弩．』民名．馳「攣籍翻喜’『「民名門

「乙る繭緬茜画ゼ…一繍藻太諏ニ　　　　　　　　　　コ

図10朱評価レポートの有無

　　　　　　響町ツ夢ギ晶晶拶曙三三三三鑑三審瀞騒蝿寵馨瞳、

輝＝麟薯擾豊ラ1晶晶一一一丁…蓬三二．¶’．藤ヲ櫃三百三三三四r’』一三．答’

三冠麺『：二！：垂璽璽卵憩三面璽璽鷹一⊂3Σ⊃1σ三i二τ1三1二丁

　　　日odex酒tm　i

騰2 注戟Ai5月6臼”酬・8脇④一 篤しました・
1

一
ト
．

ヌシ
［

榊

麟犠露愚齢躍一穂麟騨欝鰯魁灘蟹駈蟹。Oi懸鰹。潔鯉ン齢百胸顔膨霧雲謬勢②

　　　　　　　．三口　　番暑　鍵出回籔　　　講緬講
　　　　　　塞豊＿竺エ＿と1．巨輿．．窯　　L璽＿＿ぬ

　　　　　　　　　　　　コメント
　　　　　　lg匹賀9．一、．、、

　　　　　　　　　　　塵〕〔璽⊃

　　　　　　　　　図11　レポートの評価

　　　　三三四竃三三齢③融鉢鱗一蟹駿門門奮蕊。

咽⑪⑪点満点に対する前項圏の配点、

出罐竃配点匝『
羅ポ巖卜：麟網

ボーナス＝配点O　v

レポートのi響緬点

　⑨匝ヨ。「亙ヨム匝τヨ

糞i翻劃i数

　講義國数　　1剛5》！

レ承一卜鍮ぼ二三

それ以外匝τ7況

パスワード■四二塵鉱＿＿」

図12　成績評定の基本データ作成

5ポ＝卜蓄毎1戸出ラう巨’イ瓦、．一一』曼一付．臼．．．…

閲．

ﾛ憲イ．『『嚠汕黷 P5月諮唾弓頭三二、
ニ　ア　　　　　　ゆ　　　 @　ヨご　　　　コ　　　　　　ロロ　　げド　　　　　げ　　　　　　　　　　　　　ロ

融・i譲罵i・舳繊

鱒
．
・
，
評
ゆ
⑥

膠
◎…撞
鵬
臨

一一． ﾙ…　醤．　．；旧きメソト　｝

　一h二…　　　　　＿　　3
　　　　　　　　　…
　　　　　　　　　｝
聴講しました、：OKです。

O

二三纒融。饒灘鶴麟｛㈱㊧繭鵬慮》。講三論翼慮《置鯵磯慮灘慮）響

　鶴《翻灘讐雪嶺。皿膿鶴ロ霧霧》醗學胸塑む騨幽謬辱、

　　　　　　出庸團数　　試験繕点　　ボーナス点
　　　　　　　匝ヨ　　　匝τ溺　　　［互二三1

　　　　　　　　　　興醒〕圏

　　　　　　　　　図13授業の評定

一49一



を繰り返すことができる。

　授業の評定を行うには，成績評定の基本データを作成する必要がある．設定画面を図！2

に示す．図12に示すように，出席，レポート，試験，その他としてボーナスの各配点を設

定する．講義の回数を設定して1回当たりの出席点が算出できるようにする．レポート数

を設定し，さらに各レポート評価記号に対しての評価点を設定してレポートの点数を算出、

できるようにする、．各受講生について，図13に示す授業の評定画面で出席回数と試験の結

果を記入すれば，評定結果が算出されて標語が決定する、授業者からは図14に示すような

形式で，全員の成績を一覧することができる．もし成績基準の変更が必要であれば，成績

評定の基本データの設定に戻って，上述の操作を繰り返せば簡単に新しい成績の結果を出

すことができる。受講生からは自分の成績を図15の表示で閲覧することができるので，自

分の成績の内訳を確認することができる．
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図15　成績確認

3．システム評価

　本システムの内，複数ファイルの連続提出機能のみまだ組み込んでいなかったシステム

（西2006）（以下，第0次システム）を実際にS大学のコンピュータリテラシ系の3つの授

業で試用した．それぞれ最終回の授業（評定をする直前の段階）でアンケート調査を行い，

受講生延べ107名曲92名から回答が得られた．その結果，「レポート提出システムは使え

たか」の問いに対して，5段階の選択肢のうち「使えた」「大体使えた」の2っの合計が90

名であり，「レポート提出システムは便利だったか」の問いに対して，5段階の選択肢のう

ち「便利」「ある程度便利」の2つの合計は72名であった．また，「レポート提出システム

についての自由記述」には，以下のような意見が書かれていた，

　・家にいても提出できて便利だった．

　・提出の仕方が簡単で，送りやすかった。

50一



　・自分で提出したものが見れて，しかも成績も確認できて便利だった。

　・ボタン1つで提出できたり，確認できたりと便利だった．

このことから，レポート提出システムについての有効性を確認することができたと言える．

しかし一方で，次のような意見も書かれていた．

　・ホームページの提出がややこしかった．

　・ホームページの提出が面倒だった．

　・ホームページ提出の際，いちいち1つずつ出していかなければならないのが苦痛．

　・ホームページの提出について，フォルダで一括して提出できるといいと思った．

　・提出場所を間違えたときに自分で削除できないのが不便だった．

このように，第0次システムの問題点を指摘する意見が確認された．

　このことは当初から予期していたため，並行してシステム開発を進めていた．その後，、

複数ファイルの連続提出機能を含めたシステムを用いて，PerlによるCGIを用いたホーム

ページ作成の1日研修会を本大学で行った．CGIを用いたホームページとしては，文字表

示，カウンター，電子掲示板等で南り，Per1言語の基本を学ぶ内容として扱った。参加者

は12名で，このときに行ったアンケート調査では全員から回答が得られた．その結果，「ホ

ームページの提出では，動作が確認できますが，便利だと思いますか．」の問いに対して，

4段階の選択肢のうち「便利戸ある程度便利」の2つの合計は12名全員であった．「ホー

ムページで，1個のHTMLファイルだけの場合は提出し易かったですか」の問いに対して

も，4段階の選択肢のうち「提出し易かった」「やや提出し易かった」の2っの合計は12

名全員であった．これに対して，「ホームページで，リンクの張られた複数個のHT“狂、ファ

イルの場合は提出し易かったですか．」の問いに対して，4段階の選択肢のうち「提出し易

かった」「やや提出し易かった」の2つの合計は9名，「ホームページで，CGIを含む複数

個のファイルの場合，提出し易かったですか．」の問いに対して，4段階の選択肢のうち「提

出し易かった」「やや提出し易かった」の2っの合計は8名であり，全員ではないが約70％

の利用者から肯定的回答が得られたことになる。さらに，「レポート提出システムは，ずば

り使えましたか．」と「レポート提出システムは，総じて便利でしたか。」の問いに対して，

12名全員から肯定的回答が得られた．以上から，第0次システムのアンケート調査で指摘

のあった問題京はほぼ解消されていると考えられ，実用性が確認された

4．おわりに

　本研究では，単数の文書ファイルばかりでなく，複数ファイルからなるホームページフ

ァイルの提出が容易にでき，提出者がWeb上で動作確認できるようなレポート提出機能と

提出レポートの評価および受講生の出席状況や定期試験結果等から総合的な評定を支援す

るシステムを開発した．ホームページについては，CGIを含むファイルも扱うことができ，

複数個のファイルを連続して提出可能であり，間違って提出してしまったファイルを削除

することもできるようにしたことでより使い易くなった．本システムを用いると，特設会

一51



場あるいは，学校の方針で教室のパソコンにWebサーバ機能のソフトをインストールする

ことが禁止されている場合であっても，Webブラウザが動作する環境であれば，　CGIを含む

ホームページ作成の学習を可能にすることができる．またこのシステムではハイパーリン

クを含むパワーポイントファイルに関しても，ホームページと同様に本システム上で動作

確認しながら提出することが可能である。

　本システムにより，大学等で行われる主に情報系の講義・演習において，ホームページ

の提出を課すことが容易になったと考える．本システムはインターネットを介したeラー

ニングのシステムにとって，その可能性をより広げる一助になったと考える．今後は，ホ

ームページファイルをフォルダ単位でサブフォルダも含めて一括してアップロードできる

ようにしてさらに使い易くすること，およびさまざまな利用に耐えうるセキュリティ対策

を徹底的に実施することが必要ど考える．

　なお，本研究の一部は科学研究費補助金（課題番号16500581）の助成を受けて行われた．
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